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とDP178: aa 638-673及び近年結晶化された活性化融合殻構造を構成するN36: aa
546-580とC34: aa 628-661と呼ばれるペプチドを合成した｡ (図2)これらのペプチ
ド単独とこれらのペプチドの混合物の円偏光二色性(CD)解析を行った｡ (図3)
N36およびC34の複合体を作製し､兎の背中の皮下または皮内にFCAとともに免疫し､































添加した後､ 2時間後の細胞膜表面を観察するとV3 loopの発現はむしろ低下し､ 50-69
と98-6発現の蛍光強度は著明に増強して､機能分子を認識する抗体であることが明らか
になった｡同じくsCD4で処理したH9/IIIBをImmune seraで染色し､ FACScanで解
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